
【主要な新機能】

1. Krugle CodeLLM ‘Shasta’新リリース
スタンダード： 15Bモデル
プロ: 35Bモデル

2. KLiP UI刷新
• UI日本語化

• ログイン／無効化

• Documents インデックスインジケーター

• 用途に応じたモデル選択

3. KLiP における新機能
• エージェントモード

• MCPサポート

• カスタムプロンプト

プロダクトアップデート
2025年5⽉

Krugle AiO Server v0.7.0
(Krugle Enterprise Server v6.2.7)

Krugle Code LLM Shasta v0.7.0

VScode 拡張機能 KLiP v0.7.0



本リリースでは、アップデート内容の性質上、旧バージョンとの互換性が担保されない形となっております。

AIOサーバをv0.7.0で構築した場合、それに付随してKLiPやShastaもv0.7.0で構成していただく必要がございます。

KLiPやShastaのv0.7.0の軌道には、AIOサーバ v0.7.0が必須となります。

こうした状況から既存ユーザー様への意図しないバージョンアップ等が引き起こしうる問題の可能性を鑑み、 
当面の期間においてVScodeの拡張機能マーケットプレイスでのKLiP v0.7.0の公開は留保させていただき 
お客様向けダウンロードサイト経由にて.vsixファイル形式での配布とさせていただいております。

ご不便をおかけいたしますが、ご了承のほどお願いいたします。

Krugle AIOサーバ v0.7.0 デプロイメントガイド
Shasta v0.7.0 デプロイメントガイド
KLiP v0.7.0 デプロイメントガイド
KLiP v0.7.0 ユーザガイド

ユーザ認証サービス KAS(Krugle Authentication Service) 設定ガイド
Krugle Searchを応⽤したリファクタリング演習教材 PDF
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What's New
2025/5/14付

https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/wiki/Krugle-Full-AiO-(All%E2%80%90in%E2%80%90One)-Server-Deployment-Guide
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/blob/main/Shasta-070/deployment_guide_ja.md
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/blob/main/KLiP-070/deployment_guide_ja.md
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/blob/main/KLiP-070/user_guide_ja.md
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/wiki/Krugle-Authentication-Service-(KAS)-Configuration-Guide
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/blob/main/Krugle-RefactoringHandsOn-v1.1.pdf
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KLiP v0.7.0
インストールの⽅法

マーケットプレイスからではなく、DLサイトからインストーラーを
DLして以下のメニューからインストールしてください。



【インストーラーダウンロードサイト】
https://downloads.Krugle.org
username:
password:

※ Krugle Code LLMを含む「Shasta」のインストーラーです。
任意の環境用にDLください。
MacOS(M1~)用 KrugleAI-Shasta-darwin~
Linux (w/NVIDIA GPU)用 KrugleAI-Shasta-linux-NVIDIA-amd64~
Linux (w/AMD GPU)用 KrugleAI-Shasta-linux-ROCm-amd64~
Win11(w/NVIDIA GPU)用 KrugleAI-Shasta-windows-amd64~

AiOインストーラー

【導入ガイドを含むドキュメント公開サイト】
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/wiki/What's-New

※必ず最初にライセンス許諾ドキュメントをご確認ください こちら

※ VScode用拡張機能KLiPのインストーラーです。
任意の環境用にDLください。
MacOS(M1~)用 klip-Darwin-arm64~
Linux 用 klip-linux-x64~ 
Win11用 klip-win32-x64~

https://downloads.krugle.org/
https://github.com/krugle-jp/Krugle-Library/blob/main/Krugle%20Enterprise%20Evaluation%20License%20Agreement.pdf


Krulge AI Platfromが内包する“Krugle Code LLM”
• コーディング⽀援領域に特化してファインチューニングされた

スタンダード版 15B, プロ版 35Bパラメータの2つのLLMをご⽤意
• 汎⽤の1Uサーバレベル、あるいはAWS等のクラウド上でも稼働可能な⾼精度かつ軽量

なLLMをプライベートなクローズド環境で稼働させることが可能
• 第三者のベンチマーク試験(Human Eval, Human Eval+, MBPP)の結果において、

プライベート⽤途の軽量なLLMでありながらGoogle Bardをはじめとしたプロバイダーが
運営する公開型の⼤規模なLLMをも凌駕する精度を証明

Pro

Krugle-AI CodeLLM
性能ベンチマークデータ



Krugle Enterprise Server

Krugle 
Code LLM

on Server

Krugle 
AI Web

SCMI(クローラー)Search

管理UI

注記︓
※/dataの容量はクロール対象総量の2倍を推奨
※ diskはパフォーマンスの観点からSSDドライブを推奨
※ HTTPS⽤にサーバ証明書(.crt/.key)をご⽤意ください
※ Code LLM構築時にのみInternetへのアクセスが発⽣します

お客様のレポジトリー群

AI-Core (AI Web)

Krugle AiO(All-in-One) サーバ 要求スペック
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(aio)/know-api
(aio)/shasta

Krugle 
Code LLM
@Desktop

[KLiP稼働要件]
対応IDE︓ VScode

[Code LLM稼働要件]
HW要件:  CPU 4core+, Mem 16GB+
対応OS:  Linux  (Nvidia/AMD製 GPU対応）

Windows  (Nvidia製 GPU対応）
MacOS （M1以降のオンボードGPU対応）

稼働要件

Krugle AiOサーバ

開発環境端末

GUI

CPU:    8 cores+
Mem:   32 GB+
Disk:    /(root)  500GB  ー System Volume

/data    〜2TB ー Data Volume
OS:     Ubuntu 22.04 - 64bit (x86)

GPU: NVIDIA製またはAMD製に対応
ー VRAM︓16GB＋
ー GPUリソース不⾜の際は補完的にCPU/MEMを利⽤します

AiOサーバ + KrugleAI (15B)

Webベースのサービス HTTPS HTTP

管理UI https://(aio)/admin/ http://(aio):8080/

Krugle Search(検索) https://(aio)/ ーー

KrugleAI-Web https://(aio)/ai-web/ http://(aio):5000/

KLiP稼働に必要なアクセス HTTPS HTTP

CodeLLMアクセス https://(aio)/shasta/ http://(aio):5668/

Krugle API (ライセンス認証） https://(aio)/know-api/ http://(aio):9100/

CPU:    8 cores+
Mem:   32 GB+
Disk:    /(root)  500GB  ー System Volume

/data    〜2TB ー Data Volume
OS:     Ubuntu 22.04 - 64bit (x86)

GPU: NVIDIA製またはAMD製に対応
ー VRAM︓32GB＋
ー GPUリソース不⾜の際は補完的にCPU/MEMを利⽤します

AiOサーバ ＋ KrugleAI Pro (35B)

Shasta稼働に必要なアクセス HTTPS HTTP

Krugle API (ライセンス認証） https://(aio)/know-api/ http://(aio):9100/

https://(aio)/admin/
http://(aio):8080/
https://(aio)/
https://(aio)/ai-web/
http://(aio):8080/
https://(aio)/shasta/
http://(aio):8080/
https://(aio)/know-api/
http://(aio):8080/
https://(aio)/know-api/
http://(aio):8080/
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HW要求スペック

OS CPU Mem Disk GPU LLM VRAM ご参考：
AWSでの最小構成

AiOサーバ単体

Linux
Ubuntu (22.04/24.04)

RHEL (8/9)

amd64/x86
4core+

16GB+ 500GB+ t2.xlarge

AiOサーバ
+

Code LLM 
(Shasta)

amd64/x86
8core+

32GB+ 500GB+
NVIDIA製
AMD製

Std:15B 16GB+ g4dn.2xlarge

Pro:35B 32GB+
(推奨：48GB）

g6e.2xlarge

注記︓
※/dataの容量はクロール対象総量の2倍を推奨
※ diskはパフォーマンスの観点からSSDドライブを推奨
※ HTTPS⽤にサーバ証明書(.crt/.key)をご⽤意ください

OS CPU Mem Disk GPU LLM VRAM ご参考：
AWSでの最小構成

Code LLM
(Shasta)

単体

Linux
Ubuntu (22.04/24.04)

RHEL (8/9）

amd64/x86
4core+

16GB+ 100GB+
NVIDIA製
AMD製

Std:15B 16GB+ g4dn.xlarge

Pro:35B 32GB+
(推奨：48GB）

g6e.xlarge

Windows11
amd64/x86

4core+
16GB+ 100GB+ NVIDIA製

Std:15B 16GB+

Pro:35B 32GB+
(推奨：48GB）

MacOS
M1以降
4core+

16GB+ 100GB+ （オンボード）
Std:15B (unified) 16GB+

Pro:35B (unified) 48GB+
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KLiP
UIの刷新

【UIの多言語化】

UIの表示言語を多言語化しました （英語／日本語／中国語）

【ログイン】
起動時にセットアップウィザードによる“ログイン”の機能を実装しました
※KASによる認証が設定されていない場合は空欄のままで結構です

【無効化／ログアウト】
KLiP側からセッションを“無効化(deactivate)”機能を実装しました
※これにより、消費しているライセンスを即時解放することができます

【ライセンス浪費の抑制】
KAS設定環境において、一意のユーザーIDからのアクセスは1ライセンスの消費となります
例）user_aがデスクトップからログインしている状況下で同user_aがノートPCから
ログインした場合、デスクトップとのセッションはサーバ側から強制的に遮断されます

【設定方式の変更】
ほぼ全ての設定項目について、設定メニューページからの編集が可能になりました
それに付随して、設定ファイルを従来のjson形式からyaml形式のconfig.yamlに移行

今後の改善予定

KLiP
p セットアップウィザードでのログイン後の画面遷移変更 →モデル未設定の場合のみ“モデル追加”画面へ

p ‘無効化(deactivate)’ボタンの名称変更 → ‘ログアウト(Log out)’へ
p ‘無効化(deactivate)’ボタンの配置変更 → 設定画面内からチャット画面下でのアイコン表示へ
p 表示言語の固定化 → 一度「日本語」を選べば以降も日本語を自動選択

AIOサーバ
p セッションタイムアウト設定の変更 → 任意のタイムアウト設定を可能に
p 管理UI上の機能拡張 → アクティブユーザ名を一覧表示可能に

KLiPのユーザインタフェースを大幅に変更しました
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KLiP
主な新機能

‘エージェントモード’を実装しました
エージェントに対して許容する処理内容(ツール)を明示的に設定できます

‘カスタムプロンプト’を実装しました
組織内で共有可能な定型プロンプトを定義することができます



KLiP
主な新機能

‘MCPクライアント’機能を実装しました
‘エージェントモード’から外部のサーバーが提供するMCPサービスへのアクセスが可能です

出典： https://modelcontextprotocol.io/
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AI活⽤に必要な

バランス

LLM/AI

ToolsKnowledge



Knowledge

Smart
Index

セマンティック検索

インデックス検索

Vectorによる
セマンティック検索

ü Advanced Search
ü Codebase Embedding

Krugleが考える
ʼKnowledgeʼ

LLM/AI
Krugle Code LLM
3rd Party LLM

Tools
IDE拡張機能ʼKLiPʼ
Webツール
ワークフロー
AIエージェント

ドキュメント類
Artifacts

Specifications
Regulations

Code Repos
既存コード資産
レガシーコード

Model Context Protocol
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マルチコネクタ
マルチパーサー



KLiP
Context Provider と ʻCodebaseʼ

Embedding Model
- Shasta(embedding)
- transformer.js

LLMがベクターインデックスで指定され
たフォルダから、プロンプトに最も適合
するコンテンツを探してコンテキストと
して追加する

LLMがベクターインデックス全体からプ
ロンプトに最も適したコンテンツを探し
てコンテキストとして追加する

コードベース全体(または指定したフォ
ルダ)のCodebase Skeltonを生成させ、
それをコンテキストとして追加する

@codebase

@codebase
skelton

@folder
@folder:xxx
‘xxx’フォルダにあるすべてのクラス
をリストアップし、それぞれについて簡
潔に説明してください

@codebase
このコードベース内で使用されているフ
レームワークを一覧で示してください

@codebase skelton:xxx
‘xxx’フォルダ に内在するクラスの関係

と依存関係を分析し、Mermaid でクラ
ス・マップを生成してください

Krugle Code LLM
- Shasta (15B)
- Shasta-Pro (35B)

Other Options;
- OpenAI
- anthropic
- Deepseek etc. 12

指定されたファイルをコンテキストとし
て追加する@file

@file:xxx
このファイルで定義されている変数を一
覧で示しそれぞれ詳しく説明して

説明 Sample PromptContext Provider

作業スペースで開いているファイルをコ
ンテキストとして追加する@open files

@open files
これらのファイルを比較し、その違いを
説明してください

Local Repo

Vector
Index

Vector Indexから任意のキーワードを検
索し、その結果をコンテキストとして追
加する

@search
@search:xxx
変数‘xxx’を検索し、詳細を説明して
ください

Regex 
Search

※このアイコンを有効化することで@codebaseと同等の機能を提供します
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ユースケース①：
現状のコードベースのアセスメント

ユースケース②：
ドキュメントの生成／アップデート

活⽤事例

[LLM/AI]
CodeLLM
他のLLM

[Tools]
Code Search

KLiP
AI-Web

[Knowledge]
コード資産

固有の知見
ノウハウ

規定集
レギュレーション 改修コード

詳細レポート

[LLM/AI]
CodeLLM
他のLLM

[Tools]
Code Search

KLiP
AI-Web

[Knowledge]
コード資産

既存ドキュメント 自社フォーマットの
ドキュメント

ユースケース③：
規定やレギュレーションへの準拠性の確認／改修

[LLM/AI]
CodeLLM

[Tools]
Code Search

KLiP
AI-Web

[Knowledge]
既存コード資産

既存ドキュメント周辺ドキュメント

コードからの
現状把握

改善提案

固有の書式
テンプレート

周辺ドキュメント



Q2/2025

Krugle Knowledge

新コンセプト：‘Krugle Knowledge’
→ 元来Krugleが持つインデックス化／検索とAIを融合

ü Krugle CodeLLM – 新モデル投入 (15B/35B)

ü KLiPでのエージェント機能実装

ü KLiPでのMCPクライアント機能実装
p リモートレポジトリ上のコード資産のVector Index化

p KrugleAI API（仮称：KrugleKnow API）の提供 / MCPサービス化
p KrugleAI Workflow(仮称) プレビュー版リリース

Q3/2025
KrugleAI Workflow Agent

Phase-1

KrugleAI Workflow Phase-1 リリース
p‘Krugle Knowledge’と＠Context Providerなどのツール群を活かしたワークフローツールの投入

p 目的特化型ドメインナレッジ ＋ 定形的ワークフロー のパッケージ化（パートナーとの協業）

Q4/2025
KrugleAI Workflow Agent

Phase-2

KrugleAI Workflow  Phase-2 リリース
p 自律的にタスク設計を行うAI Agent型ワークフローツールへ進化

p 新たに大型のLLM投入

企業側IT担当者、プロジェクト管理者やバックオフィスなど開発者以外の方でも

自社内外の「ナレッジ」を活用した複雑なタスクをノーコードで設計〜デプロイまでを提供する

ご参考︓

ロードマップ
May 2025

Knowledge

LLM/AI

Tools

Confidential

今回のリリース範囲
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ご参考： KrugleAI Workflow イメージ
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Confidential

旧来のKrugle Searchで培ったインデックス関連技術を
AI/LLMから効果的に活⽤できる仕組みに昇華して

利活⽤可能なʻKnowledgeʼとすることにより
既存情報資産とAIが持つ潜在的な価値を引き出します。

ご期待ください。


